
2025 年度 児童養護施設 湯出光明童園 事業報告 

 

１．事業目的・経営方針 

『いつくしみ（慈愛）をたたえた まなざしをもとう（眼施）』の理念のもと、「子どもの笑顔のため

の大人の笑顔！」をスローガンとし、基本的人権を尊重し、子どもが心身ともに健全に発達し、 

自立した社会人として生活できるように、子どもの最善の利益のために必要な支援を行った。 

 

２．組織体制 

① 入所者定員 

各月１日付け 

月 数 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
計 

定 員 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 

在籍児童 39 39 37 37 37 37 36 35 38 36 35 35 441 

一時保護 0 0 3 3 3 0 0 0 0 0 0 0 9 

入所率 92.9 92.9 88.1 88.1 88.1 88.1 85.7 83.3 90.5 85.7 83.3 83.3  

（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日間） 

☐１ 定  員 ：  42 名（本体施設 24 名、地域小規模養護施設 18 名） 

☐２ 入所児童 ：  11 名（未就学 4 名、小学生 6 名、中学生 1 名） 

☐３ 退所児童 ：  18 名（家庭復帰 12 名、措置変更 4 名、卒園 2 名） 

☐４ 年間入所率：  87.5 ％ 

☐５ 一時保護委託：累計 6 名 

 

② 児童編成 

2026.3.31 時点で以下の通りであった。 

 3 歳未満児 未就学児 小学生 中学生 高校生 合計 

男 0 2 5 2 6 15 

女 0 2 5 1 4 12 

合計 0 4 10 3 10 27 

 

③ 職員構成 

2026.3.31 時点で以下の通りであった。 

園長 1 家庭支援専門相談員 1 看 護 師 1 

副園長 2 里親支援専門相談員 1 栄 養 士 1 

ケアワーカー 22 心理療法担当職員 1 調 理 員 等 5 

非常勤職員 4 職業指導員 1 嘱 託 医 1 

宿直専門員 8 自立支援担当職員 1 事 務 員 2 

 合 計 52 

 



３．児童処遇 

【 Ⅰ 】養育支援 

① 食育（資料１） 

季節に合った食材を使用し、節句等の行事にちなんだ献立の提供を行った。 

感染症の拡がり等に考慮しながらではあったが、園全体での会食を実施することができた 

 

② 健康管理 

規則正しい生活習慣を基本として児童の健康管理・維持に努め、予防接種等、必要に応じて病院受

診を行った。感染症についての基本的な考え方としては、例え感染症で無くとも感染の危険性があ

るものとして扱い（標準予防策）、体調確認や手指衛生、マスク着用といった感染症対策への意識が

継続できるよう努めた。体調不良時には人との距離が保てるよう、個室での対応を行った。 

 

③ 行事 

年間を通じて、子どもの自立や社会化を目的とした園内活動を企画・実施した。お出かけや買い物

等のホーム単位での少人数の行事から、グリーンランド、キャンプ、スケート、全体会食、交流 BBQ

といった子ども・職員全員参加型の行事も実施した。 

 

④ 性（生）教育 

卒園を控えた高校３年生を対象に、看護師より『プライベートゾーンについて』『二次性徴』『精

通』『コンドームスキル』等について、個別に伝える機会をつくった。（3/24・25） 

 

⑤ 情操教育 

月に１回、西念寺住職を招き、子どもたちに命の大切さや自己の尊重についての法話を実施した。

法話内容はホーム会議等で共有し、日常の支援に活用している。 

また、音楽会等への参加機会を設け、文化･芸術に触れる経験を通じて感性の育成を図っている。 

 

⑥ パーマネンシーの保障の取り組み 

子どもへの支援の継続性を重視し、入所･在園･退所や一時保護においても、環境の変化による  

子どもの負担軽減に配慮した支援を行なっている。 

また、ホーム編成では、児童間の相性等を踏まえた各ホームからの意見をもとに検討し、大人と  

子どもの関係性の継続にも配慮して編成を行った。 

 

⑦ 処遇困難事例研究 

様々な背景を持った児童の育ちを保障するために、職員のスキルアップを目指し、ケース検討会に

外部より助言者を招き、子どもへの関わり方の質と処遇技術の向上に向けた取り組みを行い、2025

年度は６回実施した。※助言者：熊本ルーテル学院大学 教授 永野 典嗣 氏 

 

（実施日：R7.6/25・7/2・9/3・11/20・R8.1/8・3/5） 

 

 

 

 



⑧ 家庭支援 （資料 2） 

保護者への支援および児童の家庭復帰に関しては、保護者と児童の意向に寄り添いながら家庭支援

専門相談員が中心となり児童相談所をはじめ、各市町村の福祉課や関係機関との連携を密に図った。

保護者面談の中で家庭状況および経済面の把握を行い、無理のない範囲で家族交流も積極的に行っ

た。また、今年度から家族療法事業の一環で、生活保護家庭など車を所持していない、若しくは遠

隔地で車の運転に自信がないなどの理由で交流ができていなかった家庭に対し、面会・外出・一時

帰省支援を積極的に行い親子で過ごす機会がとても増えた。家庭復帰前の児童に関しては、各市町

村で要保護児童対策地域協議会および学校関係との情報共有会議を開催しながら情報共有を行っ

た。新規の入所児童は専門職と密に連携して丁寧にアセスメントを行い、アドミッションケアに始

まり、インケアからリービングケア、そしてアフターケアといった支援についてケアワーカーと情

報共有を密に行いつつ、点から線に繋ぐことを意識した。 

 

⑨ 家庭生活体験事業 

長期休暇（夏休み・冬休み）を利用し、家庭的な生活環境の体験、社会性や対人関係能力を育てる

こと、情緒の安定、自立促進を目的に里親家庭やボランティア里親家庭などで宿泊を伴って家庭生

活を体験した。 

 

⑩ 地域小規模児童養護施設 

子どもの自立（生活習慣の確立）と、社会への適応性（処遇の社会化）の啓発と家庭生活体験の支

援を諮った。小学生・中学生・高校生が生活を送り、食事の準備の手伝いや掃除等にも協力して取

り組むことが出来ていた。 

☐1 明日家ホーム（女子）  ☐2 親和ホーム （男子）  ☐3 紡ホーム  （男子） 
 

⑪ 湯出小学校・水俣第一中学校との連絡協議会 

湯出小学校・第一中学校に在籍する児童の施設での支援・学校での指導等について学校職員と当園

職員で意見交換・検討を行い、随時各担任・各担当との密な情報交換により一層の処遇向上を目指

し、全体的な支援と連絡協力体制の強化を諮った。 

第一中学校： 04 月 07 日 中学校で情報共有会 

湯出小学校： 04 月 22 日 当園にて連絡会・家庭訪問 

09 月 18 日 湯出小学校にて連絡会 

 

【 Ⅱ 】自立のための援助 

① 自立支援（行事） 

公共交通機関を利用した行事をホーム毎に実施し、公共交通機関の利用方法や利用時のマナーで注

意すること等の経験することができた。一部の行事については感染状況を考慮しながらホーム毎の

少人数で実施した。 

 

② リービングケア・自立支援（資料３） 

□1 ブリッジフォースマイル「巣立ちのセミナー」 

年 6 回開催される NPO 法人ブリッジフォースマイル主催「巣立ちのセミナー」に高校 3 年生  



1 名が参加し、高校卒業後の生活に役立つ知識を学んだ。 

□2 体験イベント 

・「職業体験イベント」（11/1）：日本青年会議所建設部会熊本ブロック建築クラブが主催され、

様々な職業がブースを設置し、その仕事の一部を体験することで、職業選択について具体的

イメージを持ってもらうことを目的としたイベントに参加した。 

・「第 5 回おしごとリップ」（2/8）：里親支援センターゆうりが主催されるお仕事体験(フラワ

ーショップの体験)に参加した。 

・「子ども向け職業体験イベント」（3/29）：一般社団法人熊本人材共育協会が主催され、様々な

職業がブースを設置し、将来の選択肢を広げる機会の提供を目的としたイベントに参加した。 

□3 「病院受診の方法、医療費の実際」（3/24・25） 

卒園を控えた高校３年生を対象に、上記の講習等を当園看護師が行った。 

□4  CAP 子ども向けワークショップ（8/2・3） 

ワークを行うことで、自立前に権利に関する正しい知識を得ることができた。 

 

③ 家庭訪問 

家庭復帰を見込む家庭に対し環境把握、環境調整を目的に家庭訪問を行った。 

 

② 就職・進学・学習支援 

 

□ 就 職 就労継続支援Ｂ型事業所（八代市社会福祉事業団 希望の里たいよう） 

山九株式会社八幡支店 

就労継続支援 A 型事業所（社会福祉法人東康会 ねんりん） 

□ 進 学 高等学校：水俣高校、芦北高校、芦北支援学校高等部 

 

【 Ⅲ 】アフターケア 

退所した児童に対して、元担当職員や専門職が時折連絡等を適宜行い、現状把握とともに関係性が

途絶えないよう心がけ、退所後も安心して施設を頼ることができるよう対応した。 

 

アフターケア 

県外に就職した児童には、ブリッジフォースマイルをはじめとする関係機関と連絡を取り合い、必

要に応じ訪問等を行って児童との関係を継続しながら、社会資源情報の提供、トナリビトによる「お

となり便」を利用した。卒園および家庭復帰した児童については、必要に応じ家庭支援専門相談員

や自立支援担当職員を通して電話連絡や訪問等を行った。また、園行事（童園祭等）に案内するこ

とで来園時に状況の確認をしていた。 

 

４．職員処遇 

① 人材育成 

児童処遇向上を諮るべく、全養協主催の研修会や県養協主催の研修会等の各種研修会に参加した。 

できる限りの研修に職員を派遣し子どもたちへの質の高い支援を目指し、併せて職員の交流を行い、 

施設運営と児童処遇の向上を諮った。 



□1 他施設（事業所）への見学/研修 

施 設 見 学 ： 10/24 佐賀県 児童養護施設 聖華園 

10/30 大分県 児童養護施設 平和園 

11/06 熊本県 母子生活支援施設 はばたきホーム 

11/06 熊本県 一般社団法人レミシング 自立援助ホーム ゆめぽーとⅠ 

11/17 福岡県 児童家庭支援センター 双葉学園 

サンアクア TOTO 株式会社 

11/25 大分県 児童養護施設 光の園 

12/08 大分県 児童養護施設 栄光園 

11/11-13 熊本県 児童心理治療施設 こども L.E.C.センター（実習型） 

12/19-21 熊本県 児童心理治療施設 こども L.E.C.センター（実習型） 

□2 園内研修 ： 

7/7 「CAP 職員ワークショップ」 

外部講師：にじいろ CAP 

9/3 「アンガーマネジメント」 

外部講師：ルーテル学院大学 教授 永野 典嗣 氏 

10/16 感染症対策研修（衛生管理） 

  外部講師：水俣医療センター 

12/4 「不適切な養育の防止について」 

  内部講師：権利擁護委員会 

12/18 「被措置児童虐待防止」（宿直専門相談員含む全職員対象） 

外部講師：優里の会 西川 氏 

12/21 「被措置児童虐待防止」（12/18 に不参加だった職員対象） 

内部講師：山里、田口、瑞泉 

1/22 「不適切な養育の防止について」ワーク 

  内部講師・ファシリテーター：園長 

□3 新人研修： 

６月、9 月に研修を行った。中途採用者についても同じテーマでその都度の研修を行った。 

「湯出光明童園の職員として」「規程について」「守秘/人権擁護について」 

「ビジネスマナー」「支援の流れについて」「子どもの発達/発育（幼児～青年期）」 

「愛着・トラウマ・発達症」「里親制度への理解」「健康管理」「食育」 

□4 法人研修・その他の参加研修 

5/21 法人全体研修「社会福祉法人 光明童園 職員として」 (オンライン) 

講師：理事長 堀 浄信 氏 

5/28 社会的養護施設指導者研修（オンライン） 

6/6 法人初級 

講師：理事長 堀 浄信 氏 

6/11-13 九州児童福祉施設職員研究大会（大分県） 

6/16 子どもアドボカシー研修会 



6/17-18 ファシリテーション研修 

6/21-22 全国児童養護施設問題研究会全国大会 

7/3 法人上級研修 

講師：理事長 堀 浄信 氏 

7/14 養育の質向上研修会 

7/29-30 福祉職員キャリアパス対応 生涯研修過程 中堅職員研修 

8/2-4 中央福祉学院 社会福祉法人会計実務講座入門コース 

9/2 社会福祉法人法令関係研修会 

9/06 法人全体研修「失われた大人への信頼」（オンライン） 

講師：子ども家庭支援センターぎふ「はこぶね」 長縄 氏 

9/9-11 西日本児童養護施設職員セミナー 

9/18 法人中級研修 

講師：理事長 堀 浄信 氏 

9/19 熊本県養護協議会主催 中堅職員研修会 

10/6 法人管理職研修 

講師：理事長 堀 浄信 氏 

10/22 福祉サービス苦情解決研修会 

10/27 児童養護施設等職員（管理職員・基幹的職員向け）研修会 

講師：児童養護施設 入舟寮 城村 氏 

10/28 児童養護施設等職員（一般職員向け）研修会 

  講師：児童養護施設 入舟寮 城村 氏 

11/21 施設の未来を考える研修会：多機能化について 

11/25 就労フォーラム in 熊本 

11/29 犯罪被害者週間事業シンポジウム 

12/2-3 スーパービジョン研修会 

12/12 熊本県養護協議会 新任職員研修会 

1/20 関東ブロック児童養護施設協議会 事務・運営管理者研修会 

2/6 子どもの理解研修会 

 

② 人材確保 

5/25 チャイボラ主催 全国お仕事フェア・九州沖縄ブロック（オンライン見学会） 

7/12 養護協議会主催 熊本お仕事フェス熊本（オンライン見学会） 

1/31 養護協議会主催 お仕事カフェ（熊本県民交流会館パレア） 

 

③ 委員会活動 

2025 年度より、各係の活動を５つの委員会に統合した。それぞれの委員会に全職員が所属し活動

を行った。 



④ 福利厚生 

親睦会や忘年会を行い、職員間のコミュニケーションを深めた。 

 

⑤ 高機能化に向けての取り組み 

全職員会議（みんなの会議)の中に時間を確保し、専門職も参加するホーム職員会議を実施し支援

の向上を図った。 

２ヶ月に１度、「こころの健康サポーター」として興野 Dr に来園していただき、希望者と面談して

いただいた。また入職者には顔合わせの意味も込めて面談をしていただいた。 

 

５．権利擁護 

① 権利擁護 

児童養護施設における権利擁護のためのチェックリスト（職員版・施設版）をもとに全職員が自己

評価を実施し、その結果を踏まえて施設の在り方について考えた。（施設版：31/32 点） 

不適切なケアの予防のための自己チェックシートの実施。（職員版：年 3 回） 

 

② 苦情解決体制 

□1 意見箱の設置 

各ホームに意見箱を設置し、子どもたちの意見や苦情を自由に投書できる環境を整えており、投

書については苦情処理担当職員が聞き取りを行い、苦情処理相談を行った。 

2025 年(令和 7 年)度受付分 6 件。 

□2 第三者委員会会議 

2025 年 (令和 7 年)度分の苦情報告会議の実施。（5/21） 

 

③ ホーム会議・全体会 

毎週末毎に子どもたちが主体のホーム会議において、要望や希望を聞く機会を設け、挙げられた意

見を職員会議等にて共有することによって、より安心安全な施設となるよう善処した 

 

④ 暴力防止 

上述した報告の通り。 

 

⑤ 子どもアドボカシー 

毎月第二日曜 10：30～11：30（変更の日もあり） 

令和 8 年 3 月 19 日(木)オンラインにて振り返りを行う。(園長を含め数名が参加) 

 

６．危機管理 

①  防災及び避難訓練 （資料４） 

毎月、避難訓練を実施し、子ども・職員の火災予防に対する意識の高揚を諮り、命の尊さ、物の大

切さを学び、災害防止に努める心を育んだ。また、災害対策要綱の中に、水害・土砂災害に関する

要綱も盛り込み、全体への意識づけを行い、法人全体で、職員向けの合同防災訓練（心肺蘇生講習、

非常食の使用法）を実施した 

 

 



②  防犯対策 

安全計画マニュアルを活用して防犯意識の向上を図った。 

 

③  総合防災対策及び救急救命 

防火設備等の点検を行い、消費期限の近い非常食の入れ替えを行い、備蓄は 5 日分を備えた。また、

来年度に向けた消費期限の確認を行い、消費期限の近いものは新たに購入して入れ替えを行った。 

また、法人の全事業所・全職員を対象とした救急救命法（心肺蘇生）と、災害時の非常食の使用方

法についての合同訓練を実施した。 

 

④  衛生管理 

□1 感染症予防対策研修（職員対象） 

10/16 講師：村嶋 和也 氏（国保水俣市立総合医療センター） 

□2 感染症対策用品の確保、備蓄 

□3 マスク着用を推奨している。 

□4 衛生委員会による職場巡視、ストレスチェックの実施 

 

⑤  インシデント・アクシデント及び湯出安心安全委員会 

子どもたちが安心して生活が送れるように、インシデント・アクシデント報告書の提出を実施し、 

職員の危機意識の向上を諮った。また、日誌へ記載された日常の生活の中でヒヤリハット事案には 

＠を付け、報告書までには至らない小さな気づきを拾い上げることで、更なる職員の危機管理に対 

する意識の向上を諮った。 

湯出安心安全委員会で、インシデント・アクシデント事案、＠事案の内容と対応策を、外部有識者

の方にも見ていただき助言を頂いた。 

 

７．地域交流支援 

① 交流・支援活動 

より良い施設の社会化を諮る目的で、地域との交流を深める企画を立て、交流 BBQ、内覧会、童園

祭を実施した。地域主催の夏祭り（すずむし祭）では会場設定や来場者運搬などを手伝い、地区の

水槽タンク清掃にも地域の一員として参加した。また、日頃の感謝の意を込めて、小学校体育館周

辺の清掃作業を実施した。(3/21) 

 

② 童園祭 

園全体（子ども･職員）で第 19 回童園祭を実施した。子どもたちも販売等に参加し、地域の方々へ

感謝を伝えるとともに、園への理解を深めていただく機会となった。 

また、創立 70 周年にあたり卒園生や旧職員にも参加を呼びかけ、思い出コーナーを設けるなど、

多くの来園者で賑わった。 

 

③ PTA 活動 

ＰＴＡ活動にも積極的に参加し、役員も務め計画された各行事運営し参加出来ていた。 

 

 

 



④ 子育て短期支援事業 

□1 トワイライトステイ：44 件   □2 ショートステイ：35 件  

 

⑤ ３歳半乳幼児健康診断及び保育（幼稚）園訪問 

水俣市からの依頼を受け、心理士が保健センターにて健診スタッフとして参加した。 

 

⑥ こころの健康アドバイザー 

熊本県からの要請を受け、相談スタッフとして参加した。参加者や他スタッフの勤務の都合により、

オンラインと会場のハイブリットで開催された。 

 

⑦ 非常勤講師 

家庭支援専門相談員が短期大学の非常勤として教鞭をとった。 

 

⑧ 地域貢献活動 

放課後に地域の子どもが遊んで過ごすことの出来る居場所の提供を行った。 

地域主催の奉仕作業にも園から職員が数名参加し地域の方と共に湯出小学校周辺の清掃を行った。 

 

⑨ 里親支援（別紙 5） 

所属施設在籍児童の里親委託推進や担当地区の里親・里子の支援を業務の主に置き、里親支援セン

ターや担当地区の役場や子ども家庭センターとの連携を通じて地域住民の制度理解向上と里親リ

クルートを推進した。 

 

８．施設整備 

☐1 各種点検                                        

施設環境・設備等の点検を実施。  

実施業者：立尾電設 

毎月園内点検・７月業者点検 

実施業者：小崎体器 

☐2 温泉配管・タンク洗浄消毒作業 

実施業者：有限会社ツルカメ企画事務所 

☐3 ムカデ防除工事 

実施業者：ハーモニー総合サービス 

実施場所：地域小規模児童養護施設 3 か所  明日家ホーム・親和ホーム・紡ホーム 

☐4 グリーストラップ隔月清掃 

  実施業者：株式会社健康舎 

□5 エアコン清掃 （6/19・20 日） 

  実施業者：株式会社サンアメニティ 

□6 調理場 土間立ち上がり部分の侵食工事 

   実施業者：立尾電設（7/1・2 日） 

□7 ジャングルジム塗装 

   実施業者：小崎体器（9 月） 



2025 年度 事業報告要点 

 

組織体制面について 

□2025 年度は定員 42 名で運営し、入所率は 87.5％であった。 

年度途中の家庭復帰や措置解除、卒園により 18 名の退所があった。 

一時保護から入所に繋がるケースも減少傾向にあり、入所は 11 名と入所率の低下に繋がった。 

 

児童処遇面について 

□ホーム単位の行事以外にも、子ども・職員全員参加型の行事も実施した。 

□ホーム編成では、児童間の相性等を踏まえた各ホームからの意見をもとに検討し、大人と子ども

の関係性の継続にも配慮して編成を行った。 

□NPO 法人ブリッジフォースマイル主催「巣立ちのセミナー」に高校 3 年生が参加し、高校卒業

後の生活に役立つ知識を学んだ。 

□新配置された自立支援担当職員を中心に、アフターケアにも力を入れ、退所児童の困り事に対応

した。 

□自立支援担当職員が各担当職員を巻き込んで「職業体験イベント」（青年会議所主催）や「おしご

とリップ」（里親支援センターゆうり）、「子ども向け職業体験イベント」（熊本人材共育協会主催）

といったイベントへの子ども達の参加を積極的に促した。 

 

職員処遇面について 

□職種により求められるスキル等が異なる CW 以外の専門職に限定して、試験的に各自が関心成

長意欲の分野への施設見学・実習を、企画実施した。 

□普段子どもと関わる機会は少ないが、当園の職員でもある非常勤や宿直専門員にも被措置児童虐

待防止のための研修に参加を求め、全ての職員が子どもの権利擁護について共通理解をもつ機会

となった。 

□全職員会議時間にホーム職員会議を設置し、各ホーム職員が話し合う場を月２回確保し、子ども

の状況や支援について継続的に共有する機会となり、チーム支援の意識向上に繋がった。 

 

権利擁護について 

□子どもアドボカシーセンターMe:vo に訪問アドボカシーを依頼。月１回来園していただいた。 

 

地域交流支援について 

□地区の水槽タンク清掃や地域の清掃活動に参加し、地域住民との交流を図った。 

□湯出地区で催された鈴虫祭について、スタッフ側として園職員も協力、参加した。 

□童園祭を企画し、入所児童の保護者、地域住民に案内を出し、交流を図った 

□法人の委員会活動で当園の職員もボランティアとして参加した。 

□トワイライトステイやショートステイを光明童園と協力しながら積極的に受入れた。 

 

 



2025 年度 給食関係事業報告 別紙１ 

 

 行事食 給食・食育 栄養 衛生 

4 

小学校遠足弁当（11 日） 

誕生会メニュー 

（19 日、手巻寿司） 

希望食(全体会・誕生日) 

 

給与目標量設定 

栄養管理状況報告書提出（1 日） 

検便（15 日） 

バルサン散布（14 日） 

グリーストラップ清掃（14 日） 

5 

小学校運動会弁当（25 日）水

高体育大会弁当（10 日） 

中学校体育大会弁当（17 日） 

誕生会メニュー 

（17 日、オードブル） 

 
 

BMI、標準体重 

【給食担当者部会総会（15 日）】 

バルサン散布（14 日） 

検便（13 日） 

6 

誕生会メニュー 

（28 日、オードブル） 

  バルサン散布（11 日） 

検便（3 日） 

グリーストラップ清掃（25 日） 

7 

誕生会メニュー 

（26 日、オードブル） 

 

  バルサン散布（8 日） 

検便（1 日） 

大掃除＋バルサン散布（28 日） 

8 

そうめん流し（２，４，５，７，

１８日） 

盆団子（13 日） 

誕生会（30 日、焼肉） 

  検便（5 日） 

グリーストラップ清掃（25 日） 

9 

幼稚園運動会（14 日） 

彼岸おはぎ（23 日） 

誕生会（27 日、交流 BBQ） 

  バルサン散布（8 日） 

検便（2 日） 

 

10 

誕生会メニュー 

（25 日、オードブル） 

 
 

給与目標量の見直し 

【給食担当者部会研修会（22 日）】 

バルサン散布（9 日） 

検便（7 日） 

グリーストラップ清掃（24 日） 

11 

童園祭（16 日） 

誕生会メニュー 

（22 日、手巻寿司） 

 BMI、標準体重 

 

バルサン散布（8 日） 

検便（2 日） 

 

12 

誕生会（24 日、立食式） 

餅つき（29 日） 

おせち作り（31 日） 

  大掃除（1 日）検便（2 日） 

バルサン散布（9 日） 

グリーストラップ清掃（8 日） 

1 
新年会会食（1 日） 

誕生会（24 日、コーナー） 

  バルサン散布（14 日） 

検便（6 日） 

2 

誕生会メニュー 

（28 日、オードブル） 

 
 

【給食担当者部会研修会（19 日）】 バルサン散布（9 日） 

グリーストラップ清掃（12 日） 

検便（3 日） 

3 

ひな祭り会食（3 日） 

お別れ遠足弁当（6 日） 

彼岸ぼたもち（20 日） 

誕生会（21 日、外食） 

  
 

バルサン散布（10 日） 

検便（3 日） 

 

 
 



2025 年度 家庭支援活動報告 別紙 2 
 

児童に関する報告 

 児童名 場所 支援内容 期日 備考 

1 H.M 希望の里たいよう 情報共有会議 5/15  

2 S 兄妹 
 

八代児童相談所 

本園 
本園 

面会 
面会 
一時帰省立ち合い 

2/18 
3/22 
12/26 

 

3 Y.T 
 

本園 
本園 

面会・外出支援 
情報共有会議 

4/19 
4/8 

 

4 M.S 本園 
自宅 

一時帰省立ち合い 
家庭訪問 

8/10 
11/28 

 

5 T 姉妹 本園 一時帰省立ち合い 5/3 8/10 12/31  
6 Ｎ.Ｒ 

 
本園 
自宅 
水俣高校 

一時帰省立ち合い 
家庭訪問 
要保護児童対策地域協議会 

8/10 
8/7 9/26 
9/18  

 

7 F.H 自宅 一時帰省送迎 5/3 8/8 12/26 3/10  
8 Ｋ姉妹 

 
本園 
本園 
 

八代児童相談所 

面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 
 
保護者面談 

5/25 
5/2  6/20  7/18  8/9  12/12  12/30 

1/23 

4/11  5/13  6/13  7/9  8/14  10/1  11/5 

12/3 1/16 2/13 3/11 

 

9 O 兄弟 本園 面会・外出支援 1/16   
10 

 
I 兄妹 

 
本園 
本園 
 
自宅 
八代第一中学校 

面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 
 
家庭訪問 
情報共有会議 

4/26 5/25 
5/2  8/9  8/23  10/10  11/1  12/12 

12/24 1/16 1/23 2/10 2/20 3/19 

8/5 
3/18 

 

11 K.K 希望ヶ丘病院 情報共有会議 4/1   
12 F.Y 本園 面会・外出支援 4/20 7/21 11/29 1/4 1/25 3/9  

13 O 姉弟 
 

 

本園 
本園 
本園 
山都町蘇陽支所 

オンライン 

中央児童相談所 

面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 
保護者面談 
要保護児童対策地域協議会 

情報共有会議 
面談 

5/25 2/1 3/14 
7/18 8/14 
4/26 
5/28 
9/16 
12/12 

 

14 Y.H 
 

本園 
本園 

面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 

4/20 10/13 12/21 

6/8 

 

15 T 兄弟 宇城市イオンモール 

自宅 
 
宇城市防災センター 

宇城市子どもセンター 

河江小学校 
小川中学校 
熊本県立こころの医療センター 

面会・外出支援 
一時帰省送迎 
 
保護者面談 
情報共有会議 
学校見学 
学校見学 
病院受診 

5/3 
6/14  7/12  8/8  8/13  8/24  9/13 

10/11 11/8 12/25 2/21 3/14 

7/24 12/9 
12/1 
2/3 
2/24 
3/3 3/26 

 

16 K.N 
 

本園 
宇城市子どもセンター 

面会・外出支援 
面会 

11/23 1/25 
6/24 9/17 10/29 3/4 3/25 

 

17 K.R 
 

本園 
本園 
 
親和 1 階 
本園 
熊本市児童相談所 

面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 
 
家族療法事業 
保護者面談 
保護者面談 

5/25 7/12 10/5 
5/2 5/30 6/13 7/4 8/3 8/23 9/12 

10/10 10/31 11/21 12/12 

4/13 
4/12 
8/14 

 

18 M 兄弟 
 

本園 

本園 
面会・外出支援 
保護者面談 

4/19 8/14 9/13 11/26 

8/13 
 

19 K 姉弟 
 

本園 
本園 

面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 

4/26 5/25 6/21 12/20 2/8 

7/4  8/3  8/5  8/13  9/12  9/21 

 



 
 
水上村公民館 
自宅 

 
 
情報共有会議 
家庭訪問 

10/10  10/24  10/31  11/21  12/5 

12/25 2/20 3/13 3/29 

10/17 1/9 1/20 2/17 
6/17 

20 M.K 
 

本園 
本園 

保護者面談 
面会・外出支援 

4/8 4/12 5/16 
4/8  4/12  5/16  6/8  6/22  6/26  7/20 

8/10  10/5  10/11  10/24  12/10  12/20 

12/29 1/3 1/4 1/24 2/8 3/28 

 

21 H 姉弟 
 

オンライン 
中央児童相談所 

中央児童相談所 

いつくしみの苑 

佐賀県中央児童相談所 

面会 
面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 
家庭訪問 
情報共有会議 

5/16 6/21 
6/18 7/16 
8/16 9/10 9/20 10/9 
10/30  
11/12 

 

22 Y 姉妹 本園 
本園 
 
自宅 
宇土市役所 
湯出小 
中央児童相談所 

宇土小 

面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 
 
家庭訪問 
保護者面談 
情報共有会議 
家族面談 
要保護児童対策地域協議会 

5/6 5/25 6/21 

7/4  7/12  7/31  9/13  10/10  11/21 

12/25 2/20 

7/25 
4/17 
4/4 
2/2 
3/25 

 

23 K.Y 本園 面会・外出支援 12/23 1/24  

24 T.T 本園 面会・外出支援 12/25 1/182/15  
25 M 兄弟 八代児童相談所 

本園 
本園 
自宅 

面会 
面会・外出支援 
一時帰省立ち合い 
家庭訪問 

1/5 2/19 
2/15 3/8 3/19 3/23 
3/24 
3/25 

 

 

家庭支援総合件数 

支援内容 のべ件数 

家庭訪問 8 件 

面会・外出支援 76 件 

一時帰省立ち合い 82 件 

保護者面談 21 件 

病院受診および同行 2 件 

家庭復帰 6 件（10 名） 

措置変更 3 件（4 名） 

要保護児童対策地域協議会 3 件 

児童相談所との情報共有および支援者会議 10 件 

親子訓練室利用 1 件 

総合所見 

保護者や児童に寄り添い、FSW が中心になって児童相談所および関係機関との連携を密に図っ

た。今年度は 2 名の児童が高校を卒業する。10 名の児童（6 家庭）が家庭復帰、4 名の児童が措

置変更（児童自立支援施設・母子生活支援施設・里親委託）になった。子どもたちや保護者の意

向を確認しつつ家族交流を行うことができた。また、家庭復帰に向けて要保護児童対策地域協議

会を行いながら、情報共有およびそれぞれの関係機関による役割もスムーズに分担することがで

きた。次年度も各児童相談所や関係機関と密に連携を図り、子どもや保護者の意見を傾聴しつつ、

家庭のニーズに対応できる取り組みを考えていきたい。また、家族療法事業の一環である親子訓

練室の利用を増やすことで、今まで以上に家庭復帰がスムーズになるよう支援していきたい。 
 



2025 年度 自立支援 活動報告 別紙 3 
 

１．月ごとの活動内容 

月 主な活動内容 

４ 

○退所児童との連絡：７名１１回 ○措置延長児童対応：１名５回 ○関係機関対応：３回 

○退所児童来園対応：１名１回  ○就職/進学/奨学金等の情報提供：３名３回 

○その他：職業指導員定例会参加 

５ 

○退所児童との連絡：３名７回 ○就職/進学/奨学金等の情報提供：３名３回 ○関係機関対応：２回 

○退所児童来園対応：１回 ○職業体験参加：１名 ○在園児対応：５名 

○その他：自立支援勉強会参加 

６ 

○退所児童との連絡：１３名２２回 〇関係機関対応：２回 ○退所児童職場連絡：１件２名  

○就職・進学・奨学金の情報提供：６名３回 ○退所児童自宅訪問：１名１回 

○退所児童来園対応：２名２回  〇在園児対応：５名 ○その他：職業指導員会定例会参加 

７ 

○退所児童との連絡：６名１３回 ○就職/進学/奨学金の情報提供：２名２回 ○関係機関対応：３回 

○措置延長児童対応：１名３回 ○退所児童帰省支援：１名 ○退所児童職場定着訪問：１名 

〇在園児対応：５名 ○退所児童自宅訪問：２名２回 ○その他：職業指導員会定例会参加 

８ 

○退所児童との連絡：４名７回 ○措置延長児童対応：１名５回 ○措置延長児童保護者対応 

○退所児童支援機関同行：２回○関係機関対応：２回 ○就職/進学/奨学金の情報提供：２名２回 

○退所児童来園対応：１名 ○職業体験引率 ○在園児対応：４名 

９ 

〇退所児童との連絡：７名１６回 ○退所児童支援機関同行：１回 ○措置延長児童自宅訪問：１名２回 

〇就職/進学/奨学金の情報提供：２名２回 ○退所児童自宅訪問：３名３回 ○在園児対応：４名   

○関係機関対応：３回 ○自立支援計画見直し ○その他：職業指導員会定例会参加 

１０ 
〇退所児童との連絡：４名９回 ○関係機関対応：５回 ○措置延長児童保護者対応：１名５回  

〇その他：職業指導員会定例会参加 

１１ 
○退所児童との連絡：６名１７回  ○退所児童来園対応：４名４回 ○在園児対応：６名       

○就職助成金の情報提供：２名５回 ○職業体験引率 ○関係機関対応：３回 

１２ 
〇退所児童との連絡：８名１７回 ○退所児童来園対応：１名１回 ○在園児対応：８名 

〇進学/就職/奨学金の情報提供・申請：２名 ○その他：職業指導員会定例会参加 

１ 

〇退所児童との連絡：１２名５７回 〇関係機関対応：１２回 ○退所児童職場定着訪問：１件 

○在園児対応：３名  ○退所児童来園対応：１名１回 ○退所児童自宅訪問２名２件 

〇その他：自立支援勉強会参加 

２ 
○退所児童との連絡：１０名４３回 ○進学/就職/奨学金の情報提供：３名５回 ○在園児対応：３名 

〇関係機関対応：９回 ○退所児童自宅訪問 ○職業体験引率 ○その他：職業指導員会定例会参加 

３ 

○退所児童との連絡：１４名４６回 ○退所児童対応：２名２回 退所児童来園対応：４名４回 

○退所児童病院受診同行：１回 ○関係機関対応：７回 ○職業体験引率：６名 ○自立支援計画書見直し 

○進学/就職/奨学金の情報提供・助成金の受け取り支援：８名１０回 

２．年間を通しての取り組み（上記記載の項目について詳細の内容を記載） 

今年度から設置された職種であった為、職業指導員定例会や自立支援勉強会・その他のアフタ

ーケアに関する研修には積極的に参加をした。また、退所児童の就労・生活支援として支援機

関に繋ぎ、連携して対応を行った。今年度は進学者がいなかった為、就職に関する情報提供や

助成金の申請を行った。また、在園児の進路選択支援として、福祉サービスの情報提供や支援

機関とのやり取りを行った。 

３．アフターケア対象者数（実績）  

〇 31 人 

４．支援回数（実績） 

〇 299 回 
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日時 参加数 訓練内容 

4 月 20 日(日) 11:00~12：00 児童 25 職員 13 避難・通報・消火訓練 避難時間 3 分 43 秒 

 出火場所：1F 居室（宙） 

5 月 18 日(日) 11:00~12:00 児童 20 職員 13 避難・通報・消火訓練 避難時間 3 分 46 秒 

※地震想定 出火場所：2F スタッフルーム 

 6 月 28 日(土) 11:00~12:00 児童 20 職員 13 避難・通報・消火訓練  避難時間 4 分 04 秒 

※夜間想定 出火場所：2F 居室（虹） 

 7 月 20 日(日) 11:30~12:00 児童 23 職員 15 避難・通報・消火訓練  避難時間 3 分 36 秒 

 出火場所：事務所棟 2F 面会室 

8 月 30 日(土) 11:00~12：00 児童 20 職員 15 避難・通報・消火訓練  避難時間 3 分 24 秒 

 出火場所：外庭倉庫 

9 月 20 日(土) 11:00~12:00 児童 23 職員 10 避難・通報・消火訓練  避難時間 3 分 21 秒 

 出火場所：2F 居室（夢） 

10 月 13 日(月) 11:00~12:00 児童 20 職員 14 避難・通報・消火訓練  避難時間３分 31 秒 

 出火場所：食堂 

11 月 23 日(日) 11:30~12:00 児童 20 職員 10 避難・通報・消火訓練  避難時間 3 分 25 秒 

 出火場所：1F スタッフルーム 

12 月 26 日(金) 11:30~12:00 児童 22 職員 13 避難・通報・消火訓練  避難時間 3 分 32 秒 

 出火場所：2F 居室（心） 

1 月 17 日(土) 11:00~12：00 児童 20 職員 13 避難・通報・消火訓練  避難時間 3 分 22 秒 

 出火場所：1F 居室（望） 

2 月 23 日(月) 11:00~12:00 児童 18 職員 12 避難・通報・消火訓練  避難時間３分 31 秒 

※夜間想定 出火場所：3Ｆ心理室 

3 月 15 日(日) 13:00~14：00 児童 15 職員 12 避難・通報・消火訓練  避難時間 3 分 24 秒 

 出火場所：調理室 

7 月 15 日(火) 
消防用設備等保守点検実施日 

3 月 24 日(火) 
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里親周知啓発活動 

□１ 担当地域より里親登録研修受講者１世帯２名が里親登録を行った。 

□２ 里親制度周知パネルを里親支援センターと協働で地域の集いの場にて掲示を行った。 

□３ 集客が見込める担当地域のイベントに参加し周知啓発のためのリーフレットを配布した。 

□４ 月１で担当市町村役場を訪問し２市町役場窓口にて周知啓発のポケットティッシュを配置した。 

□５ 里親支援センターの出前講座に参加し家庭生活体験事業等の取り組みについて説明を行った。 

里親支援活動 

□１ 多機関との連携にて里親養育環境の整備に努めた。 

□２ 所属施設からの委託児童家庭や担当地区の里親宅に月１回の家庭訪問にて生活環境の変化の把握や、

養育へのアドバイスに努め、関係機関との共有を行った。 

□３ 施設から里親への積極的措置変更を推進するために、里親登録実習（3 世帯４名）、里親によるボラ

ンティア（１回）、家庭生活体験事業（7 件 4 名）を実施した。 

その他 

□１ 県南里親支援機関と定例会議にて共有と検討 

□２ 子ども家庭福祉課、３児相管轄支援機関、里親支援センターと定例会議にて共有と検討 

□３ 県南里親支援専門相談員のみでの月 1 度の定例連絡会を実施。 

□４ 県内全域の相談員で年に 3 回の定例連絡会を実施。 

□５ 相談援助部会の研修等への参加 

年間スケジュール 

 特定月の活動内容 定例活動・定期活動 備考 

４ 
新年度活動計画会議 

担当市町村役場訪問 

・委託里親家庭訪問 

 

・未委託里親家庭訪問 

 

・里親支援機関定例会 

 

・県南支援機関定例会 

 

・里親制度周知啓発活動 

 

・里親会への協力 

 

・NPO法人優里の会への協

力 

 

・里親認定時の研修･実習協

力 

 

・担当市町村役場訪問 

 

・熊本県相談員連絡会 

 

・学校等での応援会議 

 

５ 
里親委託のためのマッチング 

ケース共有会議 
 

６ 里親協議会総会参加  

７ 
里親委託児童レスパイトケア受け

入れ 
 

８ 

夏季家庭生活体験事業       

登録前里親実習 

ケース共有会議 

 

９ 
担当市町村役場訪問 

 

１０ 相談員意見交換会（鹿児島） 
 

１１ 
錦ふるさと祭り(錦町) 

多良木農林商工祭(多良木町) 
 

１２ 冬季家庭生活体験事業  

１ 登録前里親実習  

２ 
ケース共有会議 

里親支援機関情報共有会議 
 

３ 
里親委託等推進委員会（県庁） 

里親支援機関研修 
 

 


